
 

 

 

 

     飛騨市教育委員会の権限に属する事務の管理及び      

     執行の状況の点検及び評価の結果 

 

 

１ 点検及び評価を行った期日     平成２７年９月１日（火） 

 

２ 点検及び評価の会議を行った場所  飛騨市役所西庁舎３階会議室１ 

 

３ 点検及び評価を行った会議     平成２７年第９回教育委員会定例会 

 

４ 点検及び評価を行った会議に出席した者 

  （飛騨市教育委員会） 

    教育長 山本 幸一 

    委 員 泉  正樹  

    委 員 田口 理子 

    委 員 吉木 直美 

    委 員 田口 力三 

  （説明のため出席した飛騨市教育委員会事務局職員） 

    事務局長兼教育総務課長 石腰 豊  

    参事兼学校教育課長 山﨑 浩巳 

    教育総務課担当課長兼給食センター長 村上 幸春 

    生涯学習課課長補佐兼文化係長 鈴木 茂樹 

    生涯学習課生涯学習係長 三井 大輔 

    生涯学習課スポーツ振興係長 倉坪 正明 

    教育総務課教育総務係長 中平 成人 

 

５ 点検及び評価の対象事務  

   飛騨市教育委員会の権限に属する平成２６年度の事務 

 

 

 



 

 

 

 

６ 点検及び評価の方法 

   飛騨市教育委員会事務点検評価実施要領（平成２１年飛騨市教育委員会訓令

第１号）第３条の規定により、飛騨市教育委員会事務局各課が第１次評価した

「飛騨市教育委員会事務点検評価資料」により、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条第２項の規定に基づく飛

騨市教育委員会事務点検評価委員会を開催し、教育に関し学識経験を有する者

からの意見聴取を行った後、平成２７年９月１日開催の平成２７年第９回教育

委員会定例会において、平成２６年度の飛騨市教育委員会の権限に属する事務

の管理及び執行の状況についての点検及び評価を行った。 

 

７ 飛騨市教育委員会が飛騨市教育委員会事務点検評価委員会に意見聴取を行った 

 期日及び場所 

             第１回 期日 平成２７年８月２０日（木） 

                 場所 飛騨市役所西庁舎３階大会議室 

             第２回 期日 平成２７年８月２７日（木） 

                 場所 飛騨市役所西庁舎３階大会議室 

 

８ 飛騨市教育委員会事務点検評価委員会の飛騨市教育委員会に対する意見 

   飛騨市教育委員会の権限の属する平成２６年度事務の点検及び評価について

は、飛騨市教育委員会事務局各課が行った第１次評価のとおりであることを認

める。 

 

９ 点検及び評価の結果 

   別紙「平成２７年飛騨市教育委員会事務点検評価結果」のとおり 

 



 

 

 

 

 

 

平成２７年飛騨市教育委員会事務点検評価結果 

 
 

 

 

   平成２６年度教育委員会の活動状況 点検評価シート    

   平成２６年度事務事業の執行状況  点検評価シート    
 

 

 

 

 

飛騨市教育委員会 
 



 

 

 

 

点 検 評 価 シ ー ト の 目 次 

担 当 課 事  務  事  業  名  評   価 ペ ー ジ 

教 育 総 務 課 

教育委員会活動、教育委員会事務点検評価委員会活動 Ａ １ 

教育委員会委員先進地視察研修事業 Ａ ２ 

育英基金貸付生地元就職補助事業 Ａ ３ 

スクールバス購入事業 Ａ ４ 

小中学校施設整備事業 Ａ ５ 

学校給食調理場の防虫防鼠駆除委託事業 

河合給食センター整備事業 
Ａ ６ 

学 校 教 育 課 

飛騨市教育研究所センター事業 Ａ ７ 

学力向上プロジェクト事業 Ｂ ８ 

小学校４年生の少人数学級配置事業 Ａ ９ 

神岡町連携型中高一貫教育事業 Ａ １０ 

学校支援者活用事業 Ａ １１ 

小中学校野外活動補助事業 Ａ １２ 

運動部活動等外部指導者活用促進事業 Ａ １３ 

小学校スクールカウンセラー派遣事業 Ａ １４ 

児童生徒支援員配置事業 Ａ １５ 

産休・病休等引継ぎ支援事業 Ａ １６ 

 



 

 

 

 

 

担 当 課 事  務  事  業  名 評   価 ペ ー ジ 

生 涯 学 習 課 

（生 涯 学 習 係） 

家庭教育推進事業 Ａ １７ 

乳幼児・幼児学級開催事業 Ａ １８ 

飛騨市青少年育成推進員活動事業 Ａ １９ 

飛騨市成人式 Ａ ２０ 

異文化体験推進事業（高校生海外派遣研修） Ａ ２１ 

飛騨市青少年育成市民会議 Ａ ２２ 

飛騨市子ども会育成事業 Ａ ２３ 

飛騨市生涯学習推進会議 Ａ ２４ 

各種講座・学級の開催事業 Ａ ２５ 

飛騨市文化協会育成事業 Ａ ２６ 

公民館等活性化事業 Ａ ２７ 

公民館等施設改修事業 Ａ ２８ 

生 涯 学 習 課 

（文 化 係） 

文化財総合調査事業 Ａ ２９ 

発掘調査事業（詳細分布・試掘確認調査事業） Ａ ３０ 

発掘調査事業（発掘調査報告書作成事業） Ａ ３１ 

文化財保護補助事業 Ａ ３２ 

文化振興補助事業 Ａ ３３ 

飛騨市美術館運営事業 Ａ ３４ 

飛騨市図書館管理運営事業 Ｂ ３５ 

文化交流施設等改修等事業 Ａ ３６ 



 

 

 

 

 

担 当 課 事  務  事  業  名 評   価 ペ ー ジ 

生 涯 学 習 課 

（スポーツ振興係） 

スポーツ推進員委員活動事業 Ａ ３７ 

スポーツ行事委託事業 Ａ ３８ 

スポーツ団体活動補助事業 Ａ ３９ 

スポーツ施設改修事業 Ａ ４０ 

トレーニング施設整備検討事業 Ａ ４１ 
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様式第１号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                           飛騨市教育委員会  

項 目 実 績 成 果 ・ 課 題 評価 

教育委員会 

会議の状況 

会 議 
【審議件数】 議案 ４４件、発議  ２件 

       承認 １２件、合計 ５８件 

 学校経営を始め、教育に関する案件についての議論を重

ね、教育に関する議案について審議することにより、教育

行政の質の向上を図ることができた。 

Ａ 

協議会 

【開催回数】 １０回 

【主な内容】 

・飛騨市合併に関する教育委員会所管事務事業の未調整 

 項目の整理方針について 

・全国学力・学習状況調査の結果について 

・県学習状況調査及び市標準学力調査の結果について 

・飛騨市育英基金償還期間の延長について 

・教育委員会予算の方針と主要事業について 

 各種教育関連の協議事項を協議し、今後の市の教育行政

について、より良い方向付けが図ることができた。 

 新教育委員会制度への移行に向け、協議会運営のあり方

を見直し、少しずつではあるが、教育に関する議案や案件

の調査研究の場とすることができた。 

事務点 

検評価 

委員会 

【事務点検評価委員会の開催】 

・日時 平成２６年８月１９日、２６日 ２回開催 

・内容  教育委員会事務局が行った第一次評価に 

    対する審議と意見聴取 

【事務点検評価の最終評価】 

・平成２６年９月２日開催、平成２６年第８回教育委員

会において最終評価 

・議会への報告 平成２６年９月５日 

 教育委員会の事務事業の内容を点検、評価することで、

その結果を次年度の施策につなげ、教育行政の質の向上を

図ることができた。 

調査活動の状況等 

・小中学校の入学式、卒業式への参列 

・小中学校の学校訪問 

・小中学校の運動会、体育祭の参観 

・教育委員会委員研修の実施（詳細は、次ページに掲載） 

 学校行事や学校訪問を実施し、現場で児童生徒や教職員

等を参観することで、学校現場の課題等の実態が把握で

き、教育委員会委員としての資質向上につながるととも

に、教育行政の審議に大いに寄与することができた。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 

教
育
委
員
会
委
員
先
進
地
視
察
研
修
の
実
施 

 

教育委員会委員先進地視

察研修会の実施 

 

 全国学力・学習状況調査

結果において全国上位の

成果を示す福井県の取組

を視察研修することによ

り、市の教育施策を立案す

る上での検討資料とする。 
教
育
総
務
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １１３千円 

 

（教育委員会委員研修会） 

○日 時 平成 26年 11 月 20 日・21 日 

 

○視察先  

・福井県勝山市    

   勝山市教育委員会、 

   村岡小学校、勝山北部中学校、 

   恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク 

 

○視察視点 

  全国学力・学習状況調査結果におい

て、全国上位の成果を示す福井県の取組

を視察研修することにより、市の教育施

策を立案する上での検討資料とする。 

 

 県外の先進的な学校と生涯学習施設を視

察することにより、教育委員会委員として

の見聞を広めることができ、今後の教育行

政に対する審議等の判断材料として、大い

に参考となった。 

 

 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

将
来
を
担
う
人
材
育
成
（
飛
騨
市
育
英
基
金
貸
付
生
地
元
就
職
補
助
金
） 

 

飛騨市育英基金貸付生地

元就職補助 

 

 地元就職による雇用の

確保と若者の定住促進を

図るため、育英基金貸付生

で地元就職された方に対

し補助金を交付する。 

教
育
総
務
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ６,２６６千円 

 

○地元就職された育英基金償還者に対し、

年間償還額の１／２の助成を実施した。 

 

   償還者総数       １４９人 

   補助金該当者       ４２人 

   総 額    ６,２６５,９００円 

 

○補助金該当者の推移 

   平成１８年度      ７人 

   平成１９年度     １３人 

   平成２０年度     ２２人 

   平成２１年度     ２２人 

   平成２２年度     ２３人 

   平成２３年度     ２８人 

   平成２４年度     ２７人 

   平成２５年度     ３２人 

   平成２６年度     ４２人 

 

○育英基金貸付生地元就職補助金制度の見

直し 

 

① 育英基金の貸付けの手引き、広報誌及

び市ホームページを活用し、育英基金の

貸付時にこの制度をＰＲするとともに、

貸付者には、個別にこの制度の資料を送

付し、就職活動の際の地元就職への選択

（意識付け）につなげることができた。 

 

② この補助制度は、市の育英基金利用者

のみが地元就職した場合に補助対象とな

っていることから、市育英基金の利用者

でない者も対象とする市全体の定住促進

事業としての検討が必要とされていた

が、飛騨市人口減少対策実行プラン及び

行政改革アクションプランの策定と相ま

って、平成２７年度育英基金貸付者から

本補助制度を廃止した。 

  なお、本補助制度の廃止に伴う経過措

置として、平成２６年度までの育英基金

貸付者については、補助金額の上限を３

０万円として、地元就職された方に対し

補助金を交付します。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
整
備
運
営
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
） 

 

スクールバス購入事業 

 

 老朽化したスクールバ

スを更新基準（購入後１５

年以上経過・走行距離２０

万㎞以上）に従い、更新購

入し、安全・安心な通学手

段の確保を図る。 

教
育
総
務
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １２,４２０千円 

 

○河合月ヶ瀬線 中型バス１台(４５人乗り) 

        河合小 月ヶ瀬線 

 

 

 

 

 老朽化した車両を更新購入することで、

安全安心な通学手段を確保する。 

Ａ 

 



- 5 - 

 

- 5 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

快
適
な
教
育
環
境
の
整
備 

学
校
施
設
の
整
備
（
小
中
学
校
整
備
事
業
） 

（小中学校整備事業） 

古川西小学校 

・放送設備改修 

・家庭科室給湯器取替え 

河合小学校 

・職員トイレ改修 

宮川小学校 

・パソコン教室照明増設 

神岡小学校 

・トイレ改修 

・職員室ブラインド取替え 

・１、２年教室床修繕 

古川中学校 

・南舎男子トイレ出入り口

引戸修繕 

・体育館棟トイレ改修 

神岡中学校 

・自動火災報知設備、体育

館屋内消火栓起動装置

修繕 

屋外照明灯ＬＥＤ化 

・古川西小学校、河合小学

校、宮川小学校、神岡小

学校 

教
育
総
務
課 

〔Ｈ２６決算額〕 ７０,３３５千円 

古川西小学校 

・放送設備改修工事完成 

・家庭科室給湯器取替工事完成 

河合小学校 

・職員トイレ改修工事完成 

宮川小学校 

・パソコン教室照明増設工事完成 

神岡小学校 

・校舎棟及び管理棟のトイレ改修工事完成 

・職員室ブラインド取替工事完成 

・１、２年教室床修繕工事完成 

古川中学校 

・南舎男子トイレ出入り口引戸修繕工事完

成 

・体育館棟トイレ改修工事完成 

神岡中学校 

・自動火災報知設備、体育館屋内消火栓起

動装置修繕工事完成 

 

屋外照明灯ＬＥＤ化 

・古川西小学校、河合小学校、宮川小学校、

神岡小学校の屋外照明灯ＬＥＤ化工事完

成 

 

 国の補助制度である学校施設環境改善交

付金事業及び地域経済活性化・雇用創出臨

時交付金基金事業の活用により、神岡小学

校トイレ改修工事や古川中学校体育館棟ト

イレ改修工事を施工することができ、限ら

れた予算の範囲以内で、事業の優先度によ

り必要な学校施設整備を行うことができ

た。 

 

【今後の方針】 

 平成２４年１２月をもって、小中学校施

設の耐震改修が終了したが、体育館の天井

落下防止等、非構造部材の耐震化や神岡小

学校の大規模改造等、学校施設整備には、

まだまだ、大型の事業実施が必要なため、

国の補助制度や有利な条件での起債事業の

活用により、必要な予算確保に努め、第二

次総合計画後期基本計画の着実な実現を図

る。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
食
文
化
を
活
か
し
た
安
全
な
学
校
給
食
の
提
供 

 
 
 

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の
提
供
（
防
虫
防
鼠
駆
除
委
託
事
業
） 

 
 
 

学
校
給
食
施
設
の
整
備
運
営
（
河
合
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
） 

 

安全・安心な学校給食の提

供 

 

・防虫防鼠駆除委託事業 

 (河合給食センター・神

岡給食センター・山之村

小中学校調理場) 

 

・河合給食センター整備 

 事業 

 

教
育
総
務
課 

 

○防虫防鼠駆除委託の実施 

           （８４２,４００円） 

 

○河合給食センター調理員用トイレ改修工

事の完成 

           （５６２,６０２円） 

 

（給食延べ食数） 

 河合給食センター    １９,８０２食 

 神岡給食センター   １２４,３６９食 

 山之村小中学校調理場   ４,１５４食 

 

（参考） 

 古川国府給食センター ３４５,３７２食 

  （古川町部分のみ） 

 

 

① 市内学校給食調理場の防虫防鼠駆除委

託の実施により、調理場の衛生環境維持

に格段の成果を得ることができた。 

 

② 安全安心な給食提供に資するため、河

合給食センター調理場施設の改修工事の

実施により、調理場の施設環境が改善さ

れた。 

Ａ 
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- 7 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

教
職
員
の
指
導
力
向
上 

 
飛騨市教育研究所センタ

ー事業 

 

 飛騨市教育研究所に次

長（教科指導員）、教育相

談員を配置して組織化を

図り、教員研修、教育相談、

学校情報化の３つの事業

の推進を通して、市の教育

センターとしての機能を

充実させ、市小・中学校教

育指導の方針と重点「学力

向上」「いじめを絶対許さ

ない学校づくり」「不登校

０」を達成する。 

学
校
教
育
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 １,７１４千円 

 

(1)研究所の整備 

・学校教育課内にある研究所の資料活用 

・教育相談室(グリーンルーム)の利用 

(2)研究所センター事業 

①教員研修事業 

  ・指導力向上研修事業 

    年９回講座及び研修４回実施 

    参加者総数のべ１８５人 

  ・飛騨市教育研究会 年４回実施 

  ・教育実践論文 審 査 １月１６日 

          表彰式 ３月 ２日 

  ・児童生徒の作品展等の実施 

   （科学作品・読書感想文審査、小中音楽会・図工美術展） 

 ②教育相談事業 

  ・教育相談室を利用した不登校児童生

徒への適応指導 

  ・不登校児童生徒及び保護者を対象と

した教育相談の実施 

 ③ 学校情報化推進事業 

  ・飛騨市教育研究所ＨＰ随時更新 

  ・飛騨市内小中学校ＨＰ随時更新 

 

 

 

① 市研究所主催の講座及び研修を年間１

３回実施し、教員の指導力向上や児童生

徒支援員・図書整理員の資質向上を図る

ことができた。 
 

② 不登校児童生徒に対する適応支援や保

護者との教育相談を実施し、対象児童生

徒の学校復帰への支援ができた。 
 

③ 市研究所や学校のＨＰを随時更新し、

保護者や地域住民へ適宜情報発信するこ

とができた。 
 

（今後の目標） 

喫緊の教育課題（市・県・国）を踏まえ、

教職員のニーズに応じた講座及び研修の内

容をさらに充実させていく。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
に
よ
る
学
力
向
上 

 
学力向上プロジェクト事

業 

 

 学力向上プロジェクト

委員会による家庭と連携

した学習習慣の確立を図

り、２つの学力テストを実

施し、「定着度」と「伸び」

から取組を評価し、確実な

事後指導と各校の学力向

上計画改善により、児童生

徒一人一人に確かな学力

をつける。 

学
校
教
育
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 ８,３５６千円 

 

(1)学力定着の検証と指導方法の工夫改善の

２つの観点から、学力調査を実施 

 年ごとの「一人一人の伸び」 

 ・市標準学力調査    １,９９１千円 

   実 施 日 平成２７年１月３０日 

   調査内容 （国語・算数・数学・理科） 

   対 象 者 小１～中３ １,９７６人 

 

(2)基礎学力定着･教科専門性向上事業 

・指定校による指導方法改善の推進とその 

実践公開         ４５５千円 

   宮川小公表会：Ｈ26 年 10 月 21 日 

   神岡中公表会：Ｈ26 年 10 月 28 日 

 

(3)スーパー少人数指導事業 

 ・習熟度別少人数指導のコース（発展）の

拡充         ５,９１０千円 

   数学 ２人の少人数指導員配置 

     （古川中 １人・神岡中 １人） 

   英語 ２人の少人数指導員配置 

     （古川中 １人・神岡中 １人） 

 
① 小学校は、５年生を除く全学年にお

いて、全国平均正答率と同程度又は上

回る結果であった。 

中学校は、全学年が全国平均正答率

を上回った 

② 基礎学力定着･教科専門性向上事業

公表会には、市内の全教員が参加し、

指定校の取組を自校に広めることがで

きた。特に、中学校公表会では市教科

研究会と連携し、小中教員が合同で研

修し、小学校からの教科専門性向上に

つなぐことができた。 

③ 習熟度別少人数指導のコース（発展）

を拡充したことで、数学・英語ともよ

り発展的な力が身に付き、実施学年全

体の学力の底上げにつながった。 

 

【課題】 

 小学校高学年での基礎学力定着に弱さ

が見られるので、さらに授業改善や保護

者と連携して家庭学習の見直しを図り、

中学校へつなぐ。 

Ｂ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

学
習
習
慣
確
立
指
針
に
よ
る
学
力
向
上 

 

小学校４年生の少人数学

級配置事業 

 

 小学校１・２・３年生ま

での３５人学級編制を市

独自に４年生まで継続し、

よりきめ細やかな指導を

徹底して、義務教育の初期

の段階から基本的な学習

習慣を確立させ、児童生徒

一人一人の学力向上を目

指す。 
 

＊平成２５年度から、市で

は小４において３５人学

級編制を実施している（但

し、１学年通常学級児童数

７０人を超えた場合）。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ０千円 

 

（理由）H26 古川小学校４年生 

・通常学級児童数８８人 

・国の基準（１学級当たり４０）による学

級編制では、３学級（３０・２９・２９） 

・３学級とも３５人未満のため、本事業の

実施はなし 

 

 

 

 

 

 平成２６年度は、本事業の実績はなかっ

たが、平成２７年度は、古川小学校４年生

が通常学級児童数７４人のため、予算を確

保し、本事業を実施している。 

 

国の基準  ２学級（３７・３７） 

↓ 

３５人編制 ３学級（２５・２５・２４） 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
に
よ
る
学
力
向
上 

 

神岡町連携型中高一貫教

育事業 

（神岡中学校・山之村中学

校・飛騨神岡高校） 

 

「育てよう 元気な神岡

の子」 

中高一貫教育に取り組

むことにより、飛騨市内全

児童生徒に確かな学力を

付け、飛騨市に愛着と誇り

をもち、貢献できる子を育

てる。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ０千円 

 

(1)取組内容 

・市学習習慣確立指針を踏まえた授業改善

の継続的、組織的な取組 

・２年生対象「高校授業体験」の実施 

・中高教員による教科別授業研究会 

・２年生対象「出前講座」の実施 

・３年生対象「高校部活動体験」の実施 

 ・「職場体験学習（中学生）」及び「インタ 

ーンシップ（高校生）」の実施 

・小中高ふるさと挨拶運動等の実施 

・地元祭礼等への積極的参加 

 

(2)神岡町連携型中高一貫教育評価委員会を

年２回実施 

・第１回評価委員会（６月５日） 

   神岡中学校授業参観及び協議 

・第２回評価委員会（１２月５日） 

   飛騨神岡高等学校授業参観及び協議 

 

 

 

① 中高教員による教科別授業研究会や

ＴＴ授業の拡充により、中学校の指導

方法を高校教員が理解し、中高の授業

改善に係る連携が一層深まった。 
 

② 小中高ふるさと挨拶運動、下校時交

通安全運動、流葉地下道壁画共同制作

などで、地域に貢献することができた。 
 

（過去の実績） 

神岡地区中学校卒業生の飛騨神岡高校

入学者（定員８０人）の占める割合 
 
Ｈ２６卒 ６１％（３４人／５７人） 

Ｈ２５卒 ５４％（３６人／６７人） 

Ｈ２４卒 ７０％（４２人／６０人） 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
づ
く
り
・
健
や
か
な
体
づ
く
り 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
の
育
成 

  

学校支援者活用事業 

 

 地域の専門的な知識や

技能を有した方を、学校内

での授業や総合的な学習

の時間、クラブ活動、学校

行事等の学校支援者とし

て招聘し、指導援助を行う

ことで、より充実した教育

活動と共同教育を推進す

るとともに、児童生徒の郷

土を愛する心を育てる。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ７４６千円 

 

〔H26 学校支援者活用事業実績〕 

 利用 

回数 

支援 

者数 

利用 

時間 

古川小学校 15 22 304 

古川西小学校 5 5 67 

河合小学校 10 11 109 

宮川小学校 8 10 75 

神岡小学校 11 28 140 

山之村小中学校 8 18 65 

小学校計 57 94 760 

古川中学校 4 11 115 

神岡中学校 3 6 57 

中学校計 7 17 172 

合 計 64 111 932 

 

 

 

 

 

① 専門的な知識や技能を有した地域人

材による児童生徒への指導援助で、学

習内容をより一層充実することができ

た。 

 

② 平成２６年度「岐阜県ふるさと教育

表彰」において、優秀賞を河合小学校

（２年連続）・宮川小学校、奨励賞を古

川小学校・古川西小学校・神岡中学校

が受賞し、それぞれの学校が地域に根

差した教育を推進し、創造性に富んだ

特色ある教育活動の実践やふるさと学

習の実績が認められた。 

 

③ 学校支援者の指導により、教員も児

童生徒とともに郷土の歴史や文化を学

び、ふるさと学習に対する指導力向上

につながっている。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
づ
く
り
・
健
や
か
な
体
づ
く
り 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
健
や
か
な
身
体
の
育
成 

 

小中学校野外活動補助事

業 

 

 雪国飛騨市の特徴を生

かしたスキー活動を通し

て、降積雪によりグラウン

ドが使用できない冬期に

おける児童生徒の体力づ

くりを図るとともに、親子

でのスキー活動の取組に

よる家族の絆を深め、児童

生徒の郷土を愛する心を

育てる。 

 また、市内スキー場を小

中学生やその保護者等が

利用することにより、市内

施設の活性化を図る。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ９２７千円 

 

〔リフト券購入補助券配布児童生徒数〕 

対象スキー場名 
Ｈ25

（人） 

Ｈ26

（人） 

飛騨かわいスキー場 705 646 

ひだ流葉スキー場 306 281 

計 1,011 927 

 

・H26 利用率（利用者/希望者） 70.7％ 

・H25 利用率（利用者/希望者） 73.2％ 

 

 

 

 

① 降積雪によりグラウンドの使用がで

きない冬期において、スキー活動は雪

国飛騨市における特色ある教育活動で

あり、冬期間の体力づくりに大変効果

がある。 

 

② 親子でともに取り組む活動として、

家族の絆をより深め、児童生徒の郷土

を愛する心を育む価値ある活動であ

り、市小・中学校教育の方針である「ふ

るさとを愛し たくましく生きる力を

育む教育」につながっている。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
豊
か
な
心
づ
く
り
・
健
や
か
な
体
づ
く
り 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
健
や
か
な
身
体
の
育
成 

 

運動部活動等外部指導者

活用促進事業 

 

 部活動担当教員と外部

指導者の連携・協力によ

り、指導者としての資質向

上を図るとともに、部活動

を通じて生徒の健全育成

を推進する。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １,０００千円 

 

〔部活動外部指導者数・年間指導回数〕 

学校名 部 名 人数 回数 

古川 

中学校 

クロスカントリー 

ソフトボール 

バスケットボール 

ソフトテニス 

サッカー、卓球、柔道、

吹奏楽、合唱 

14 355 

神岡 

中学校 

バスケットボール 

アルペンスキー 

野球、サッカー、卓球、

剣道、吹奏楽 

11 253 

山之村 

中学校 
クロスカントリー 2 17 

計 27 625 
 

 

 

 

① 部活動担当教員と外部指導者が連携を

図り、協力しながら指導することで、生

徒の技能向上及び健全育成に効果を上げ

ている。 
 

② 専門的な外部指導者から指導方法を学

ぶことにより、部活動担当教員の指導力

向上につながっている。 
 

③ 平成２６年度も全国大会出場や県大会

上位に入賞した団体・個人があり、市民

に明るい話題を提供できた。 
 

（今後の目標） 

学校からの外部指導者推薦（要望）にで

きる限り対応できるよう、さらに予算確保

に努める。 

Ａ 

 



- 14 - 

 

- 14 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
支
援
づ
く
り 

一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進 

 

小学校スクールカウンセ

ラー派遣事業 

 

 不登校や登校するが教

室に入ることができない

児童を減らすために、スク

ールカウンセラーによる

当該児童やその保護者の

カウンセリングを行う。 

また、スクールカウンセ

ラーの高度な専門性と豊

富な経験を十分に活用し、

教員の教育相談に関する

資質・能力を向上させる。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ８３８千円 

 

〔H26 計画時間数・実績時間数〕 

学 校 名 計画時間数 実績時間数 

古川小学校 56 51 

古川西小学校 34 33 

河合小学校 16 4 

宮川小学校 14 14 

神岡小学校 12 12 

緊 急 対 応 88 53.5 

合  計 220 167.5 

 

・スクールカウンセラー４人を、各学校へ

計画的に派遣 

 

 

 

① 小学校から保護者等への教育相談を実

施したことで、中学校での生活の不安や

悩みの解消につながっている（中１ギャ

ップの解消）。 

 

② 管理職や主任・担任等と連携すること

で、相談事案に対する校内での組織的対

応力が向上している。 

 

③ 学校と「子どもと親の教育相談員（市

教育研究所所属）」が情報を共有すること

で、教育相談事案に早期に対応すること

ができた。 

Ａ 
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- 15 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
支
援
づ
く
り 

一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
教
育
の
推
進 

 

児童生徒支援員配置事業 

 

 各小中学校の通常学級

に在籍する発達障がい等

で様々な支援を必要とす

る児童生徒に対して、学校

生活や学習活動への支援

を行うとともに、所属する

学級・学年・学校全体の学

習習慣の確立を図り、一人

一人の学力を伸ばす。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １８，６９６千円 

 

・小学校 １５，０３３千円 

    ・中学校  ３，６６３千円 

 

〔支援員の配置数状況：（ ）は看護師〕 

 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

古川小学校 7(1) 7 7 

古川西小学校 4 4 4 

河合小学校 1 1  1 

宮川小学校 0 0 0 

神岡小学校 7 6 6 

古川中学校 2 2 2 

神岡中学校 1(1) 1(1) 1(1) 

計 22(2) 21(1) 21(1) 
 

 

 

 

① 各校の支援計画に基づいた支援員の配

置と適切な支援により、落ち着いて学校

生活を送り、学習活動に取り組む児童生

徒が増えている。 

 

② 対象児童生徒が安定するとともに、所

属する学級・学年・学校全体が落ち着き、

学習習慣の確立を図ることができた。 

 

③ 対象児童生徒は、クラス替えや進級・

進学などの環境の変化に対応することに

抵抗が大きいため、担任と支援員が連携

して支援計画を作成し、身に付いたこと

がさらに伸びるよう次につなぐことがで

きた。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
支
援
づ
く
り 

一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進 

 

産休・病休等引継ぎ支援事

業 

 

 産休や病休、長期休業に

よる教員の変更は、児童生

徒の不安や後任者への負

担も大きい。そこで、本事

業により１か月の引継期

間を設け、計画的に引継

ぎ、児童生徒が安心して学

校生活を送ることができ

るよう支援する。 

学
校
教
育
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １０７千円 

 

産休教員引継ぎ      ２人 

 

・Ａ教諭（古川西小） 

産休期間 H26.12.1～H27.3.22 

実施期間 H26.11.7～H26.11.28 

 

・Ｂ教諭（古川西小） 

産休期間 H27.1.1～H27.4.22 

実施期間 H26.12.12～H26.12.17 

 

 

病休・その他引継ぎ    ０人 

 

 

 

① 産休教員と後任者が、余裕を持って事

前に引継ぎを実施したことで、児童生徒

が安心して学校生活を送ることができ

た。 

 

② 児童生徒と教員の双方に安心感を保障

できることから、本制度は最も有効な施

策である。 

 

（今後の目標） 

 病休等で緊急に補充対応ができるよう人

材確保に努める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

親
の
育
ち
を
応
援
し
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
家
庭
教
育
の
推
進 

家
庭
教
育
推
進
事
業 

 

家庭教育推進事業 

 

 家庭が本来果たすべき

役割を改めて見つめ直す

機会となるよう、小中学生

の保護者が子どもの発達

段階に応じて、家庭教育の

意義と役割を保護者自身

が学習し、親子がふれあう

場を提供する。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ３８０千円 

 

・飛騨市内の小中学校８校において、学校

の協力によりＰＴＡ役員を中心に保護者

が、自主的に家庭教育学級を実施した。 

 

  延べ実施回数     ６０回 

  延べ参加者数  ３,７８８人 

 

 ＜講演会＞ 

  ・社会教育 ・食育 ・親業 

  ・ネット社会 ・進路選択 他 

 ＜親子活動＞ 

  ・親子クッキング ・ふるさと学習 

  ・親子登山 ・農業体験 他 

 ＜体験活動＞ 

  ・心肺蘇生講習 ・給食試食会 他 

 ＜家庭での取組＞ 

  ・ニコニコシート ・弁当の日 他 

 

 

 

・各校に家庭教育学級担当職員、各ＰＴＡ

に家庭教育学級担当を置き、計画的・継

続的な活動が展開された。 

 

・地域ごとに特色あるテーマを取上げ、親

子のふれあい活動とともに、子どもたち

がふるさとの素晴らしさを再確認する機

会となった。 

 

【今後の方針】 

・生活習慣や学習習慣の確立など家庭で継

続的に実施できる「在宅型活動」をより

一層充実していきたい。  

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

親
の
育
ち
を
応
援
し
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
家
庭
教
育
の
推
進 

乳
幼
児
・
幼
児
学
級
開
催
事
業 

 

乳幼児・幼児学級開催事業 

 

 市内に在住する乳幼児、

幼児の親子を対象に、子ど

もの成長にあわせた、段階

的な親の学びの場や親子

の交流の場を滞京し、親が

主体となった学級の運営

を通じて、親の学びや成長

につなげる。 

生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 １,６８６千円 

≪乳幼児学級≫ 

・市民福祉部との連携により、市内の３か所

の子育て支援センター（古川、神岡、河合・

宮川）にて、市内の就園前の乳幼児とその

保護者を対象に通年の学級を実施した。 

・親子のふれあいを目的とした人形劇を実施

した。 

【主な内容】 

・食育、ベビーマッサージ、救急救命講習会 

家族運動会、手作りおもちゃ作りふるさと 

体験等 

  延べ実施回数     ６７回 

  延べ参加者数   ３,５１５名 

≪幼児学級≫ 

・市内の保育園８園に在園する子どもと親を

対象に、幼児学級委員を中心に企画運営を

行った。 

・市内全ての保育園児の子どもを持つ親を対

象とした家庭教育講演会を実施した。 

【主な内容】 

・親子クッキング、いのちの話 他 

 延べ実施回数     １８回 

 
 

・同じ年齢や同じ地域に住む子どもや親

達の交流の場となった。 

 

・学級を通して、自分の子育てについて、

振り返る機会となった。 

 

・毎回のアンケートによる意見を取り入

れることで関わるスタッフの企画能力

も向上した。 

 

【今後の方針】 

・学級が発展し自主活動グループができ

るような支援策（公民館のロビー開放

や必要な指導者紹介など）を構築する。 

 

・母親向きの内容が多かったので、子育

てする父親も積極的に参加しやすい内

容を増やしていく。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

飛
騨
市
青
少
年
育
成
推
進
員
活
動
事
業 

 

青少年育成推進員活動事

業 

 

 青少年の健全育成は、家

庭・学校・地域の連携強化

により、一体となって取り

組むということで、三者が

それぞれ活動するのでは

なく、お互いに手を取り合

い活動する。 

生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 ４９０千円 
 
組織：飛騨市青少年育成推進連絡協議会があ

り、その中に各町で組織する部会があ
る。（４部会） 

○青 連 協 会議：１回（8/18） 
○古川部会 会議９回 (4/3､4/23､5/19､8/5､

8/27､10/9､11/14､2/5､2/11) 
 ・ふれあい集会  

  全体会議（6/10） 
      地区会議 19か所（6/30～7/18） 
 ・地域ふれあい交流会（10/18 古川西小） 
○河合部会 
 ・ふるさと大運動会参加（6/9 河合小） 
 ・ふれあい広場参加（8/10 河合小） 
 ・ふるさと学習発表会参加（11/8 河合小） 
○宮川部会 
 ・青少年健全育成の取り組み検討会（6/26） 
 ・宮川町大運動会参加（9/6 宮川小） 
 ・宮川町文化祭参加（10/25､26 宮川小） 
○神岡部会 
 ・飛騨神岡高校授業部活動公開参加（6/7） 
 ・神岡小中高連携挨拶ふるさと運動参加 
  （6/16～6/20 神岡小） 

 

 

 

・各地域（４部会）において、推進員を

中心に青少年の健全育成に向けて関係

組織等と共通認識を持ち、連携を取り

ながら事業を進めることができた。 

 

・小、中学生のインターネット端末やゲ

ーム機に対応する保護者の共通取組み

事項についての草案を提唱できた。 

 

【今後の方針】 

・４地域で家庭・学校・地域が連携して

取り組む内容をより具体化させ、地域

の子供達を取り巻く状況に対応した活

動を目指す。 

Ａ 



- 20 - 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

飛
騨
市
成
人
式 

 

飛騨市成人式 

 

 国民の祝日に関する法

律第２条の成人の日によ

り、「おとなになったこと

を自覚し、みずから生き抜

こうとする青年を祝いは

げます」ことを趣旨とす

る。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １,１１６千円 

 

【平成２７年飛騨市成人式】 

 期日：平成２７年１月３日 

 対象：平成 ６年４月２日 

    ～平成７年４月１日生 

 

（古川会場） 

 会場：飛騨市文化交流センター 

 対象：１６１名、出席者 １４０名 

 

（河合会場） 

 会場：河合町公民館 

 対象：１６名、出席者１５名 

 

（宮川会場） 

 会場：宮川町公民館 

 対象：９名、出席者９名 

 

（神岡会場） 

 会場：神岡町公民館 

 対象：８５名、出席者７９名 

 

 

 

・市内４会場、新成人対象者２７１名の

うち２４３名が出席した。 

・記念品として成人式当日撮影した写真

を掲載した成人式記念アルバムを出席

者へ配布した。 

 

【今後の方針】 

 平成２９年度からは、古川会場・神岡

会場の開催する方向で検討する。 
Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

異
文
化
体
験
推
進
事
業
（
高
校
生
海
外
派
遣
研
修
） 

 

異文化体験推進事業（高校

生海外派遣研修） 

 

 高校生という多感な時

期に海外研修を実体験さ

せることにより、飛騨市に

関わる若者の教育と人材

育成を進める。 

 
生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ４,５２４千円 

 

○飛騨市内に住所を有する高校生８名をオ

ーストラリアへ派遣 
  
○主な日程 

 ・8/15 飛騨市出発 

 ・8/16 オーストラリア ブリスベン到着 

     ホームステイ開始 

 ・8/18～8/22 

     セント・ポールズ校にて国際交流 

及び語学研修 

ブリスベン市内、モートン島にて 

異文化体験 

 ・8/23 飛騨市到着 

 

 

 

 ・平成２６年度から参加対象者を飛騨

市内に住所を有するものに限定し、飛

騨市の将来を担う青少年の健全育成に

より一層貢献する事業とした。 

 

・オーストラリアブリスベンでホーム

ステイ、モートン島における自然海洋

研修などによる異文化体験と、セン

ト・ポール高校での質の高い語学研修

を実施することができた。 

 

【今後の方針】 

・高校の授業や夏季休暇の計画に支障

がないように旧盆期間に実施したが、

この期間は航空料金が高額になること

など行き先を含め見直しも必要であ

る。 

・国際テロや航空機事故などの懸念も

あり、参加者の安全渡航を最優先に考

慮した事業とする。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート  

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

飛
騨
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

 

飛騨市青少年育成市民会

議 

 

 市内の関係機関・団体と

の連携を密にし、青少年の

健全な育成を図る。 

生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 １０７千円 
 
○６月２１日 少年の主張大会 

  会 場：神岡町公民館 

  出場者：小中学生各８名 

 

○「地域のおじさん、おばさん運動」加入促

進運動  新規加入者：１５５名 

 

○啓発活動「広報ひだ」 

   7 月号：青少年の非行・被害防止全国強

調月間 

  11 月号：子ども・若者育成支援強調月間 

   1 月号：家庭の日普及実践強調月間 

○県民大会参加：１１月９日 

 

○わが家、わが町、家庭の日発表会参加 

         １月１８日 

○生涯学習推進会議や青少年育成推進連絡協

議会との連携 

 

○ふれあい集会などの地区集会のほか、学校

や地域と連携した青少年健全育成の取り組

みなどへの参加 

 

 

・各種団体が青少年の健全育成に向け、

共通認識を持つことができ連携を深め

ることができた。 

 

 

【今後の方針】 

・生涯学習推進会議青少年部会による生

涯学習推進大会での事例発表などで、

青少年の健全育成に向けた家庭・学

校・地域が共通認識を持った取り組み

の重要性が浸透してきており、今後も

連携した活動を継続して行う。 

Ａ 



- 23 - 

 

- 23 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進 

飛
騨
市
子
ど
も
会
育
成
事
業 

 

飛騨市子ども会育成事業 

 

 子ども会の組織の発展

及びにその活動の促進充

実を通じて、児童生徒の健

全育成を図ることを目的

とする。 

生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 ４７１千円 
 
○飛騨市内子ども会員数 
 古川町 １,３０４名 河合町  ９０名 
 宮川町    ５２名 神岡町 ４４４名 
○各町の行事 
 古川町：小学校高学年を対象とした交流会

（キャンプ）を７月に開催 
 河合町：子ども会員を対象とした交流会（ふ

れあい広場）を８月に計画してい
たが、台風の影響により中止とな
った 

 宮川町：子ども会員を対象とした交流会（ふ
れあい広場）を１０月に開催 

 神岡町：子ども会員を対象とした球技大会
を８月に開催 

○市子ども会の活動 
  １０月に交流会を開催し、体験交流のほ
か危険予知トレーニング研修を実施した。
この交流会は市内４町で順番に会場を変え
て毎年実施している。また、７月には指導
者研修会を行い、講演のほか各地区の事業
紹介など指導者・育成者の情報交流も実施
した。 

 

 

 

・小中学生を対象にリーダー養成を目的

とした行事を行い、活動の充実や児童

生徒の健全育成を図ることができた。 

 

 

【今後の方針】 

・保護者に子ども会運営について理解し

てもらうとともに、子ども自身が企画

運営できる本来の子ども会活動を目指

す。 
Ａ 
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- 24 - 

 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

社
会
教
育
関
係
団
体
と
人
材
の
育
成 

飛
騨
市
生
涯
学
習
推
進
会
議 

 

飛騨市生涯学習推進会議 

 

 生涯学習関係団体と連

携しながら生涯学習施策

を推進するため、課題の共

有と活動の共通理解を図

る。 生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ５７千円 

 

○運営委員会の実施（３回） 

 

○部会、研修会の開催 

・子育てネットワーク部会 

・地域ぐるみの青少年健全育成部会 

・文化・芸術振興部会 

・生涯スポーツ振興部会 

 

○生涯学習推進大会の開催 

 3/14 古川町公民館大会議室で開催 

    ３００名参加 

 各部会の活動報告 

  ・文化・芸術振興部会 

  「飛騨の食卓学」 

  ・地域ぐるみの青少年健全育成部会 

  「古川町 22 区子ども会の活動紹介」 

 

 

 

・部会活動で意見交換を行い、部会が連

携したり関係する団体が方向性を共有

し、共通理解を図ることができた。 

 

・推進大会は、飛騨の食文化に関する事

例発表や試食を実施し、隣接の郷土民

芸会館事業とのタイアップ開催など、

幅広い世代の市民に興味を持ってもら

った大会が開催できた。 

 

【今後の方針】 

・成果を単年度で終わらせることなく、

関係団体の活動や次年度の公民館講座

での活用など、具体的事業に発展・進

化にさせていく。 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
の
推
進 

各
種
講
座
・
学
級
の
開
催
事
業 

 

各種講座・学級の開催事業 

 

 市民の「教えたい」とい

う気持ちを具現化するた

め、市民提案型の公民館講

座を実施する。 
 

 名人登録を行い、情報提

供を行う。 
 

 市民のライフステージ

にあわせた公民館講座を

実施する。 
 

 高齢者を対象に、ふれ合

いや学ぶ喜びを大切にし、

ふさわしい社会的能力を

高める場として高齢者学

級を開催する。 

生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 ３９７千円 
 
＜誰でも自主講座＞ 

４８講座 参加人数 ２，１９６名 

 古川町 ３５講座 １，４８７名 

 河合町  １講座   １２０名 

 宮川町  ２講座    ７９名 

 神岡町 １０講座   ５１０名 
 

＜公民館講座＞ 

６講座  参加人数 １１９名 

 古川町  ５講座 １０４名 

 神岡町  １講座  １５名 
 

＜高齢者学級＞ 

 ５３講座 参加人数 １，７７７名 

 古川町 ４０講座   ９８４名 

 河合町  ３講座   １８０名 

 宮川町  ２講座   １２０名 

 神岡町  ８講座   ４９３名 

 

 

 

・市民が有する知識や技能を活かし、地

域で活躍できる場を提供できた。 
 
・誰でも講師になれるため、講座の質が

保証できない場合もあるが、自主講座

として提案のあった半数以上の講座を

開設することができた。 
 
・ライフステージにあわせた生涯学習の

場を提供できた。 

 

【今後の方針】 

・若年層や男性の参加が少ないことに対

し、各世代が興味の持てる講座開設を

検討し、特色づけていく。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
の
推
進 

飛
騨
市
文
化
協
会
育
成
事
業 

 
飛騨市文化協会育成事業 

 

 飛騨市の文化・芸術振興

に文化協会が果たす役割

は多大なものがある。よっ

て、市民主体で行われる文

化活動や文化交流を支援

し、組織強化を図る。 生
涯
学
習
課 

 
〔Ｈ２６決算額〕 ３，３５９千円 
 
○本部事業 

・文化の薫り展 （9/20～9/28） 

・飛騨市俳句大会（11/2） 

・飛騨市短歌大会（10/18） 

・飛騨市芸能祭 （3/8） 
 
○支部活動 

・古川支部 

  芸能公演（10/26） 

  文化祭 （11/2～11/3） 

・神岡支部 

  文化祭 （9/13～12/16） 

  芸能祭 （10/26） 

・河合支部 

  文化祭 （11/15～11/16） 

・宮川支部 

  文化祭 （10/25～10/26） 

 
 
 
・文化の薫り展、芸能祭などの文化振興

事業により、会員の文化活動や文化交

流の支援とともに、市民が文化芸術に

親しむ機会を提供することができた。 
 

・短歌大会１１７首、俳句大会９２６首

と多くの中・高校生が参加する大会と

なり、世代を超えた文化芸術振興の推

進に貢献した。 
 
・会員の高齢化と減少が進む中、後継者

育成事業として「初級陶芸教室」を開

催したところ、12 名の参加があり、新

たな愛好家を育成することができた。 
 
【今後の方針】 

・構成傘下サークル会員の高齢化と減少

について、及び本部・支部の活動内容

の見直し検討について関係者・団体に

より検討を継続する。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

生
涯
学
習
環
境
の
整
備 

公
民
館
等
活
性
化
事
業 

 

公民館等活性化事業 

 

 市民の「学び・集い・つ

なぐ」場所となる生涯学習

の拠点づくりを目指し、公

民館等社会教育施設を拠

点に活動している個人・団

体等と連携により、個人の

生涯学習活動の充実を図

る。 

 

生
涯
学
習
課 

 
[Ｈ２６年決算額] ７６６千円 

 

○松永智恵美写真展の開催 

「誕生の瞬間～いのちをありがとう～」 

  11/26～12/6 古川町公民館ロビーにて開催 

 主催：生涯学習推進会議子育てネットワー

ク部会 

 

○生涯学習講演会の開催 

「キッチンからはじまる家族の絆」 

 講師 料理研究家 コウケンテツ氏 

3/14 古川町公民館大会議室にて生涯学習

推進大会にあわせて開催 

主催：生涯学習推進会議 

 

 

 

① 命の誕生の瞬間を記録した写真展や

食育の講演会により、普段はあまり公

民館に来館しない若い世代の方の来場

者が多くみられた。 

 

② ロビー開放の一環として和式畳を敷

いたり、卓球台の設置、昆虫や魚・花

の展示など誰もが寄りやすい公民館と

した。 

  

 

【今後の方針】 

 イベント、講座の紹介だけではなくサ

ークル活動の紹介や、近隣施設との連携

による生涯学習情報を充実し、市民の「学

び・集い・つなぐ」生涯学習活動の拠点

となる活性化事業を展開していく。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

生
涯
学
習
環
境
の
整
備 

公
民
館
等
改
修
事
業 

 

公民館等改修事業 

 

 公民館、コミュニティ施

設等の施設改修工事、修繕 

生
涯
学
習
課 

  
[Ｈ２６年決算額] １４，５５７千円 

 

主な工事 

○古川町公民館ポーチ改修工事 

          （１,６２９千円） 

 

○河合町公民館屋上防水改修工事 

 （         ５,４７６千円） 

 

○神岡町公民館防煙防火装置等改修工事 

          （６,７１７千円） 

 

 

 

 定期的な改修により、より安全に使用

ができることとなった。 

 

【今後の方針】 

 誰もが集える生涯学習の拠点として、

ハード面からも安全対策・快適空間づく

りに努める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
と
継
承 

文
化
財
総
合
調
査
事
業 

 
文化財総合調査事業 
 
 旧町村時代には各町

村の指定文化財の基準

で指定していたが、飛

騨市となり基準にばら

つきがあり、同じよう

な歴史や背景があって

も、指定しているもの

といないものが混在し

ているので、市の統一

した基準を作成するた

め、年次計画に基づき

天然記念物についての

現況確認と文化財指定

根拠の検証を行う。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕１５４千円 

 

 ・専門家派遣にかかる経費 

   報酬    ４２,０００円 

   報償費   ７２,０００円 

   旅費    ３９,８４０円 

 

 ・指定文化財の現況把握と文化財指定根

拠の検証 

   天然記念物 ４４件 

 

 

 

 指定文化財（史跡・天然記念物・建

造物）の統一基準作成のための年次計

画に基づき、天然記念物４４件の現地

調査を行い、その現況把握と文化財指

定根拠の検証を終了することができ

た。 

 

 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
と
継
承 

試
掘
確
認
調
査
・
詳
細
分
布
事
業 

 

緊急試掘調査事業 

 

 飛騨市内において、大

規模な開発が予想され

る地域の埋蔵文化財の

所在、範囲及び性格を明

らかにするためにトレ

ンチ掘削による、遺構の

有無及び土層堆積状況

を確認する。 
 

詳細分布調査事業 

 詳細分布調査を行う

ことでより正確な遺跡

地図を作成・公開し、開

発協議等で対応する。 

生
涯
学
習
課 

 

・緊急試掘調査事業２件 

  上町遺跡１件、柏原遺跡１件 

（Ｈ２６決算額）８３１千円 

 

・詳細分布調査事業 

  本年度より神岡地区の調査開始し、２７

年度調査完了を目指す。 

   （Ｈ２６決算額）１，９６５千円 

 

 

 ２件の試掘調査では、開発事業への影

響の有無を確認することができた。 

 

 予定していた区域調査を行い、新たな

遺跡を確認することができた。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
と
継
承 

発
掘
調
査
報
告
書
作
成
事
業 

 

 発掘調査報告書作成事

業 

 

 飛騨市合併以前に発掘

調査された遺跡で報告書

が未刊行になっている遺

跡で、順次報告書の刊行

を進める。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕１，２６４千円 

 古川町・黒内細野遺跡発掘調査報告書 作

成業務を、平成１０年度に発掘事業を行っ

た玉川文化財研究所へ作成委託し、１２月

刊行させた。 

 

 （参考） 

 遺構 縄文時代中期・後期の 

    竪穴住居跡５軒 

    土坑１２１基 

 

 遺物 剥片剥離方法・製作工程を 

    示す石核 多数 

 

 

 黒内細野遺跡における発掘調査報告

書を刊行し、全国の地方公共団体や大学

等の研究機関に送付し、事業を完了でき

た。 

Ａ 

 



- 32 - 

 

- 32 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
保
護
と
継
承 

文
化
財
保
護
補
助
事
業 

 

文化財保護補助事業 

 

 緊急性及び重要性を

要する国、県及び市指定

文化財の保護修理保存

のために必要となる修

繕経費等の一部を補助

し、貴重な文化財を後世

に残す。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕１，０６０千円 

 

① 県指定古川祭屋台 金亀台組屋台 

中段瓔珞修復       ４４１千円 

 

② 県指定古川祭屋台 白虎台組屋台 

屋根柱割止修復      ２０４千円 

 

③ 県指定古川祭屋台 三光台組屋台 

黒房の新調        ５９千円 

 

④ 県指定土のイチイ保護事業 ６６千円 

 

⑤ 市指定東雲のイチョウ保護事業 

              ２０９千円 

 

 

 

 文化財保護審議会において選定交付順

位を確認し、県指定文化財４件、市指定

文化財１件の文化財保存修理に補助金を

交付し、修理・保全を行った。 

 

【今後の方針】 

 引き続き、国・県補助事業に乗った事

業を要望し、適正保存を図る。 

Ａ 

 



- 33 - 

 

- 33 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
の
推
進 

文
化
振
興
補
助
事
業 

 

文化振興補助事業 

 

 地域文化振興補助金事

業について、地域におけ

る文化及び芸術の振興を

図るため文化・芸術活動

を行う団体の事業に要す

る経費の一部を補助す

る。 

生
涯
学
習
課 

 

・文化交流センター自主企画事業 １２事業 

          １３,０００,０００円 

・船津座実行委員会イベント事業 

  ４事業      ２,６９６,２４４円 

・文化交流センター開館10周年記念事業 

 創作オペラ「天生」公演 

           ９,５００,０００円 

・第９回飛騨市民音楽祭 ３７４,２４４円 

・飛越ふるさと芸能・歌謡祭  

            １４５,９３８円 

・真夏の夜のｺﾝｻｰﾄ  １,２００,０００円 

・河合村芝居      ２７６,９５３円 

・江馬YAKATA物語2014  １５７,５６４円 

・合同発表会      １４９,０００円 

・第１０回飛騨能「藤橋」公演 

            ３１６,３３４円 

・みやがわ親雪祭    ３０３,０００円 

 
 

 各団体から事業計画書を提出し審査を

行い合格した団体について助成し、一本

化することで効率的な予算を計上し無駄

の無いまたより公平な助成を行うことが

できた。 

Ａ 

 



- 34 - 

 

- 34 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
の
推
進 

飛
騨
市
美
術
館
運
営
事
業 

 

飛騨市美術館運営事業 

 

 飛騨市出身あるいは

ゆかりの作家の作品を

中心にした常設展及び

企画展を開催し、美しい

ものにふれ感動する空

間、親しみのある美術館

を目指す。 

生
涯
学
習
課 

  

飛騨市美術館企画展として４回開催 

 

○第７回飛越美術交流展 

H27.3.14～H27.4.19  入館者数  805人 

 

○Sato on の世界 

  H26.7.5～H27.8.17   入館者数  647人 

 

○トンボ玉展       

  H26.7.19～H26.8.17  入館者数 529人 

  

○お江戸のおしゃれ          

H26.10.11～H26.11.9  入場者数  958人 

  

平成26年度企画展     入館者数 2,939人 

  

<経費内訳> 

 印刷製本費 397,116円 

 

 企画展回数は、前年同様だったが、

地元在住の作家の作品や高山市光美術

館より「浮世絵」の展示をするなど限ら

れた予算のなか、市民が親しみ、感動す

る展示を企画することができた。 

Ａ 

 



- 35 - 

 

- 35 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

図
書
館
事
業
の
推
進 

飛
騨
市
図
書
館
管
理
運
営
事
業 

 

飛騨市図書館管理運営

事業 

 

 利用者のニーズあった

図書の選書と行事の企画

やレファレンス業務など

サービス向上を図り、気

軽に利用できる風囲気づ

くりに努める。スタッフ

は図書館の総合案内人と

して、利用者に対する情

報発信や活発な交流を行

うことができるよう支援

する。 

生
涯
学
習
課 

 

○図書購入実績 ８,８３５千円 

 

飛騨市図書館  ４，０８１冊 

神岡図書館   １，５３０冊 

 

 

□「ひよっこひろば」 

6月13日 人形劇「まるぱんころころ」３８

組 

7月18日 七夕・制作「短冊作り」    ３１

組 

8月 8日 せんす作り ２９組 

9月19日 王冠作り  １９組 

10月10日 ペンダント作り    ２７組 

11月14日 小麦粉粘土作り    ３１組 

12月12日 クリスマス飾り作り  １８組 

1月 9日 鬼のお面製作・豆まき１７組  

2月13日 絵本作り          １４組 

3月20日 おひなさま人形作り２０組 

 

総参加者数       ２４５組 

 

 新刊や利用者からのリクエストなど

から図書を購入することで図書資料の

充実を図ることができた。 

 

 ３歳児を対象に物作りと絵本の読み

聞かせ等を実施し、親子ともに図書に親

しむ機会を提供できた。 

 

 

【今後の方針】 

 企画するソフト事業によって入館者減

少に歯止めをかけ、学びの館・生涯学習

空間としての魅力を高める。 

Ａ 
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- 36 - 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

文
化
施
設
・
文
化
交
流
施
設
の
管
理
運
営 

文
化
交
流
施
設
等
改
修
事
業 

 
 文化交流施設等改修事
業 
 

 飛騨市文化交流センタ

ーエレ 

ベーターが経年劣化によ

りロープの切断の恐れが

あることから取り替えを

行う。 

 

 飛騨市友雪館は、合併

浄化槽による処理を行っ

ているが、下水道を供給

開始した地域は、下水道

法第10条に基づき接続が

義務付けられていること

から切り替えを行う。 

 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕１，４１７千円 

 

 飛騨市文化交流センター 

  エレベーター修繕工事   499,737円 

  ロープ張替え  一式 

 

 飛騨市友雪館下水道切替工事 918,000円 

  排水設備工事   １式 

  浄化槽取壊工事  １式 

 

 

 

 

・経年劣化していた飛騨市文化交流セン

ターエレベーターロープの取替えを行

うことで、安全に利用することができ

た。 

 

・飛騨市友雪館の下水道法に基づく下水

道切替え工事を行った。 

 

Ａ 
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- 37 - 

 

 

様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
活
動
事
業 

 

スポーツ推進委員活動事

業 

 

 恒例となっているグラ

ウンドゴルフ大会など軽

スポーツ大会、ウォークラ

リー大会などの企画・運営

を行うほか、総合型地域ス

ポーツクラブの支援を含

め、市の体育事業を総合的

にコーデイネートすると

ともに、スポーツ活動指導

者の発掘・養成に努め、資

質の向上を図る。 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 ２,６９９千円 

 

○３４名を委嘱（Ｈ２６・Ｈ２７） 

  古川町  １１名 

  河合町   ７名 

  宮川町   ７名 

  神岡町   ９名 

 

○市スポーツ推進委員代表者会議 

  各地区から２名  随時開催 

 

○各地区でスポーツ教室等開催 

 

○スポーツ指導者の派遣 

 

○市スポーツ推進委員研修会参加 

 

○飛騨地区スポーツ推進委員研修会参加 

            （飛騨市・白川村） 

 

○東海四県スポーツ推進委員研究大会運営

協力・参加        （蒲郡市） 

 

 

 

① 随時に代表者会議を開催し、四地区の

情報交換を多く行った。 

② 飛騨市で開催された、前期飛騨地区ス

ポーツ推進委員研修会の企画運営や、さら

なる一体化を図るため、スポーツ推進委員

全員の研究会を実施により、スポーツ推進

委員としてのあり方を認識した。 

③ 河合町民運動会など地域要望に基づ

いた特色ある活動をすることができた。 

④ 市民の健康志向への高みを確認し、手

軽にできるノルディックウォーキング

の普及・啓発に取り組んだ。 

 

【今後の方針】 

 新種目の紹介も含め、引き続き市民ニー

ズに合った軽スポーツの普及に努める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
行
事
委
託
事
業 

 

スポーツ行事委託事業 

 

 子どもからお年寄りま

でが気軽に参加できる種

目・競技内容とすること

で、市民誰もがスポーツに

関心を持ち健康づくりを

図る。 生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １，７９３千円 

 

① スポーツフェスティバル 2014 

   期 日：平成２６年１０月１２日 

   会 場：飛騨市森林公園一帯 

   内 容：体力測定・軽スポーツ 

    ウォークラリー・１０種競技など 

   参加者：１,４３０人 

 

② 飛騨市ふるかわ元旦マラソン 2015 

   内容：Ａ（１．７ｋｍ）４１９人 

      Ｂ（２．４ｋｍ）１６２人 

      Ｃ（４．２ｋｍ）２１６人 

 

③ ふれあいソフトミニバレー大会 

   女性の部、混合の部 計１３チーム 

 

④ 第 10 回 輝け飛騨少年剣士剣道・錬正会 

  スポーツ少年団７チーム、中学９チーム 

 

⑤ 第８回飛騨かわい剣道アカデミー 

  小学生５団体 30 名、中学生５団体 51名 

 

 

 

① 晴天に恵まれ、前年並みの来場者で

あった。（一社）飛騨シューレの協力も

あり、ゴルフの基礎練習となる「スナ

ックゴルフ」を紹介し好評を得た。 

 

 

 

② 全国高校駅伝や実業団ニューイヤー

駅伝出場選手紹介を含め、市民の元気

や活力を広げられる大事な行事に定着

している。 

 

③ 河合会場に統一したが、開催時期・

運営方法を含め検討が必要である。 

 

④⑤飛騨かわい剣友会ならではの講師を

迎えての意義あるアカデミーであり、

事業継続により更なる少年剣士の育成

に努める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
事
業 

 
スポーツ団体育成事業 
 
 スポーツ団体の組織づ

くりと強化を図り、競技力

の向上、青少年の健全育

成、スポーツ活動の普及等

スポーツ振興、スポーツ団

体の活動補助を行う。 

【飛騨市体育協会】 

① 全ての市民がスポーツ

に親しむ機会を拡充す

る。 

② 更なる市民スポーツの

振興を目指し、施設の整

備と充実に努める。 

③ 顕彰事業 

【スポーツ少年団】 

① 母集団・指導者研修会

で活動方針と重点事項の

確認を徹底 

② 認定員養成講習会受講

への指導・啓発 

【山の村だいこんマラソン】 
① 知名度拡大に伴う参加者

増大に対応した大会運営 

生
涯
学
習
課 

 
【体育協会】〔Ｈ２６決算額〕２,３００千円 

① 市民スポーツ大会の実施、飛騨地区大

会・県民スポーツ大会における選手団派遣

を実施。 

② 本部組織と各町支部組織との緊密な連

携、意思統一を図った。 

③ 総会において功労者表彰を行い、スポー

ツの振興・普及に尽力された市民を称え

た。（スポーツ功労者２名・特別表彰４名） 
 
【スポーツ少年団】 

〔Ｈ２６決算額〕８５５千円 

① 指導者・リーダー育成をする中で競技志

向に偏らず社会貢献する意識の醸成を図

った。 

② 認定員養成講習会１５名参加 
 
【山の村だいこんマラソン】 

① 最多の１５６４名が参加。３３都府県か

ら県外参加者が５０パーセントを超えた。

宿泊利用者、地元特産販売も好評であり地

元経済にも貢献できた。 

 
【体育協会】 

① 各支部組織との連携・情報交換を行っ

たことで、体育協会事業が円滑に実施さ

れた。 

② 毎年行っている大会について実施す

ることができた。 

③ 大会結果を市ホームページに掲載す

るなど、広報活動を行った。 
 
【体育協会の今後の方針】 

 大会も参加人数の減少がみられ、少人数

でできる種目を取り入れることや地域を

越えての参加もできるなど、気軽に参加で

きる大会とする必要がある。 
 
【スポーツ少年団の今後の方針】 

 種目によって団員間・指導者間・母集団

間に競技志向の強弱があり、更なる指導研

修が必要である。 
 
【だいこんマラソンの今後の方針】 

 実行委員・地元役員への負担も多くなる

ため役割軽減と事務軽減の必要となる。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備 

 

スポーツ施設の整備 

 

サンスポーツランドふる

かわ旧ゲートボール場撤

去工事 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕５,２９６千円 

 

 平成２６年６月 ３日  工事着工 

 平成２６年９月１０日  完  成 

 

 種子散布工 Ａ＝１，７００㎡ 

 

 

 

 

 老朽化が著しく、人工芝撤去したことに

より修景もよくなった。 

 

 芝生化工事を実施したことにより将来

的には、グラウンドゴルフができるように

なった。 

 

 

【今後の方針】 

 指定管理受託者と協議しながら芝生広

場活用策を進める。 

Ａ 
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様式第２号（第４条関係） 

事務事業の執行状況 点検評価シート 

                                                            飛騨市教育委員会 

重点 

施策 

重点 

目標 
平成２６年度の目標 担当課 

平成２６年度の実績・成果と課題 
評価 

実 績 成 果・課 題 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備 

 

トレーニング施設整備 

 

 市民の生涯スポーツの

推進、健康維持増進及び体

力向上に資するために設

置するトレーニング施設

のあり方について、助言及

び情報提供を行う（飛騨市

トレーニング施設検討委

員会設置要綱第２条） 

 

生
涯
学
習
課 

 

〔Ｈ２６決算額〕 １４６千円 

 

【検討委員】９名 

 

【検討委員会実績】 

第１回 平成２６年４月２１日 

第２回 平成２６年５月２９日（先進地視察） 

第３回 平成２６年６月２６日 

第４回 平成２６年７月３０日 

 

【報告書提出】 

 平成２６年１０月１６日 

 

 

 

 ４回の検討を重ね、トレーニング施設

整備に必要な大まかな内容を市へ報告す

ることができた。 

 

【今後の方針】 

 具体化計画段階においては細部にわた

り協議が必要であり、整備検討委員会を

立ち上げ、専門家の意見や利用者目線に

よる利用しやすい施設となるように進め

る。 

Ａ 

 


